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講師：原田たかこ

中学２年 理科講座

[第１分野] ２.電流とその利用

・オームの法則

基本の解説と問題
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〈オームの法則①〉

[実験]

①図のような回路をつくる。

電流と電圧の関係を調べる

②電源装置で抵抗器Ａに加わる
電圧を変えて、電流をはかる。

③抵抗器Ｂに変えて、②と同様
にはかる。

電源装置＋－

抵抗器

電流計電圧計
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〈オームの法則②〉

[結果]

電圧[Ｖ] ０ １.０ ２.０ ３.０ ４.０ ５.０ ６.０

電流
[ｍＡ]

抵抗器Ａ ０ １００ ２００ ３００ ４００ ５００ ６００

抵抗器Ｂ ０ ５０ １００ １５０ ２００ ２５０ ３００

電圧[Ｖ]

電
流

[ｍＡ]

抵抗器Ａ

抵抗器Ｂ

原点を通る直線

→比例

オームの法則
・・・抵抗器や電熱線を

流れる電流は、それらに
加える電圧に比例する。
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〈オームの法則③〉

電気抵抗（抵抗）・・・電流の流れにくさを表す量。

単位はオーム（記号：Ω）

電気抵抗[Ω] ＝
電流[Ａ]
電圧[Ｖ]

例題）次の回路の抵抗の大きさを求めよ。

０．２Ａ

２Ｖ

電気抵抗[Ω] ＝
０.２[Ａ]
２[Ｖ]

＝ １０ Ω 

※電流がｍＡの場合、
Ａに直してから計算する。



(C)2013 Prisola International Inc. 5

〈オームの法則④〉

電圧[Ｖ]＝ 電流[Ａ]電気抵抗[Ω] ×

電流[Ａ]＝
電圧[Ｖ]

電気抵抗[Ω] 

１）電圧を求める

０．１Ａ

２０Ω
０.１[Ａ]２０[Ω] ×

＝２Ｖ

２）電流を求める

３０Ω

＝０.２Ａ

６Ｖ

６[Ｖ]
３０[Ω] 
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基本問題

１．抵抗器や電熱線を流れる電流は、それらに加える

電圧に比例することを何の法則というか。

２．下の式は電気抵抗を求める公式である。

①・②にあてはまることばを答えよ。

３．２の公式を用いて、次の回路の抵抗の大きさを求めよ。

電気抵抗[Ω] ＝
（ ② ）[Ａ]
（ ① ）[Ｖ]

０．２Ａ

４Ｖ

①

②
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基本問題 解答

１．抵抗器や電熱線を流れる電流は、それらに加える

電圧に比例することを何の法則というか。

２．下の式は電気抵抗を求める公式である。

①・②にあてはまることばを答えよ。

３．２の公式を用いて、次の回路の抵抗の大きさを求めよ。

電気抵抗[Ω] ＝
（ ② ）[Ａ]
（ ① ）[Ｖ]

０．２Ａ

４Ｖ

①

②

オームの法則

電圧

電流

０.２[Ａ]
４[Ｖ]

＝ ２０ Ω  ２０ Ω 
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応用問題にもチャレンジしてみましょう！
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応用問題

図のように回路を組み立て、

抵抗器に流れる電流と電圧の

関係を調べた。次の問いに答えよ。

１．抵抗器や電熱線を流れる電流

と、それらに加わる電圧には

どのような関係があるか。

２．抵抗器Ｐ・Ｑはどちらのほうが

電流が流れにくいか。

３．抵抗器Ｐ・Ｑそれぞれの抵抗

を求めよ。

電源装置

＋－

抵抗器

電流計

電圧計

電圧[Ｖ]
０ ２ ４ ６ ８

０

１００

２００

３００

４００

[ｍＡ]

電
流
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応用問題はとけましたか？

わからないときは解説編をみよう！



確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、

http://e-clus.com/ で購入できます。

学習動画イークルース 検索
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